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～切り絵教室～

１枚の紙を切り抜いて絵を作り上

げていく、とても繊細な作業です‼

色を変えたりすることで同じ作品

でも全く違う雰囲気に見えるとこ

ろも切り絵の魅力の１つです♪

第１回 人権学習会

８月２５日、伝統の技を紡ぐ竹タックの会事務局長の二又茂樹さんを講

師にお迎えし、人権学習会を行いました。

竹細工職人の方との交流を通してのつながりや、竹細工の魅力、後世

に残していかなければ…という思いを熱く語っていただきました。

❤ プチっと 人権講座 ❤

『 マ ス ク 拒 否 』 に 思 う
～今こそ「相手を思いやる気持ちを」を大切に～

先日、夕食の時テレビを見ていると、北海道から関西方面行きの飛行

機の中でマスク着用を拒否した乗客が客室乗務員とトラブルになり、新

潟空港へ緊急着陸となったことがニュースとして流れていました。ただ、

緊急着陸の理由は乗客のマスク着用拒否ではなく機内で大声をあげた

り、乗務員を威嚇したためのようです。

いずれにせよ、「マスク着用拒否」がトラブルの発端となったようです。

ここでは詳しく触れませんが、機内でのマスク着用は科学的根拠がな

いと主張する向きもありますが、今の時期は不快に感じる人が多数いる

ことは確かでしょう。

コロナ感染症拡大防止が大きな課題となっている昨今、やはり、マス

ク着用拒否はマナー違反と言っても言い過ぎではないでしょう。

マナー違反する方が時々、「そんなこと、どこに書いてあるか」などと書

面の存在を問われることがありますが、今回のケースも書面の存在を

問われたようです。

マナー違反の根拠を求め過ぎるとやがては法の規制に頼らざるを得

なくなるのではないでしょうか。本来は私たちのマナーの問題で処理し

ていたことが法律の力を借りるようになれば、世の中は「規制だらけ」に

なり、堅苦しい暮らしにくい社会となっていくと思います。法律に頼らず、

私たちの身近なトラブルは私たち自身で解決していく努力が必要ではな

いでしょうか。

この欄において何回も触れさせてもらいましたが、私たち一人ひとり

が他人を思いやり、「人の嫌がること、人が不快に感じること」はしないと

少しでも心がけていけば、ゆとりのある暮らしやすい社会に結びつくの

ではないでしょか。「コロナ差別」が問題になっている今こそ「相手を思い

やる気持ち」をお互いに持つことが大切ではないでしょうか。また、この

気持ちは全ての人権尊重の基本だと思います。

≪ 相談事業 ≫ 隣保館はいろいろな相談をお受けしています。

内容は、パソコンの操作方法から申請書などの書き方、日常生活で困っている事や就労

のことなど幅広く扱っています。難しい問題でも、各関係機関との連携を取りつつ、解決に

向けて寄り添います。知りたいことやどこに相談していいかわからないことなど、お気軽にご

相談ください。

※ハローワークより求人情報が毎月隣保館に送られてきます。※

求職されている方や最新情報が知りたい方は、隣保館までご連絡ください。

差別や偏見のない美郷町のために

～地域の結束！！『絆行動』をしましょう～

新型コロナウイルス感染症は目に見えないため誰もが不安や

恐れを感じてしまいます。

しかし、大変なのは“感染してしまった人やその家族”です。

地域から排除するのではなく、「地域で守る心」をみんなで

育てましょう！！

★どう考えたら良いの？★

自分が感染してしまったら周囲にどんな対応をして欲しいか

自分のこととして考えてみましょう！！

「何かして欲しいもの（こと）はない？」

「できることがあれば手伝うよ」

「安心して養生してね」

…と言える地域をみんなで作っていきましょう！！

※ １０月の予定 ※
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、教室終了後は、

備え付けのアルコールにて、机や椅子等の消毒をしていた

だきますようよろしくお願いします。

１日（木） 神楽面作り教室

６日（火） ニコニコ健康教室

７日（水） ﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ教室

高梨ﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ教室

８日（木） 喜楽会

１４日（水） 絵手紙ボランティア

１７日（土） 習字教室

１９日（月） あみものクラブ

２０日(火) ニコニコ健康教室

２２日（木） 森林教室

２３日（金） 切り絵教室

アンケートの声

・原動力は作業場から…伝えていくことの大切さを学びました

・人と人とのつながりが大切だと思います

・実体験の話に感心しました

・たくさんの家庭で生活を支えてきた竹細工用品が、江津での竹細工が中心的な職

業だったとの事に感心しました

・作品に命がふき込まれていると感じました


